
F固ω ことを調査し何がわかるのですか？l 
I 1年聞の活動についての項目

（学習・自己啓発・訓練について）

近年の雇用情勢の変化や価値観の多横化などにより，自己の職能技術の向上

や生きがいのための学習活動が盛んになっていると言われています。

この項目は，このような学習・自己啓発・訓練の目的や内容を把握するものであ

り，生涯学習の振興，社会教育や職業訓練などの文教・労働施策に活用されます。

（ふだんの1週間の就業時間）（希望する1週間の就業時間）

働いている時間の長さは，臣眠時間の長さや余暇時間の活用のしかたなどに

大きな影響を与えます。

就業時間別に生活時間の配分や活動状況を集計することにより，労働時間や

通勤時聞の長短と他の生活時間との関係などが明らかになります。

また，希望する就業時間を把握することによって，ふだんの就業時間とのギャップ

学業以外の学習等をした人の割合（10歳以上，男女別上位4項目）ー平成23年

が生じる原因を育児・介護等，その人が置かれている状況との関係から明らかに

するなど，仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に関するより多様な分析

を行うことが可能になります。
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（仕事からの1年聞の収入または収益（税込み））

個人の仕事からの収入を調べることにより，その仕事から得られる収入と労働

時閣の長さや働き方との関係を分析することが可能になり，仕事と生活の調和

（ワーク・ライフ・バランス）の推進など各種行政施策の基礎資料となります。
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男性は「パソコンなどの情報処理」がもっとも割合が高く，次いで「英語」と

なっています。女性は「家政・家事」の

割合が最も高く，次いで「芸術・文化J

となっています。
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F固ω ことを調査し何がわかるのですか？l 
（スポーツ，趣昧・娯楽について）

この項目は，スポーツ，趣味・娯楽について，その内容や頻度を把握するもので

あり，男女，年齢の別など個人の属性別に集計することにより，スポーツや文化活動

の掻興といった文教施策などに活用されます。

（ボランティア活動について）

ボランティア活動は，地域社会での助け合いや，地域活性化等に寄与するものと

して，わたしたちの生活における重要性がますます高まっています。

この項目は，ボランティア活動について，その内容や頻度， 1日当たりの活動時間

や参加の形態など，各種ボランティア活動に関する実態についての情報を提供し，

関係する行政施策の基礎資料となります。
年齢階緩別にみたスポーツ，趣昧・鍛楽をした人の割合（10歳以上）一平成23年
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若年掴で盛んな種目

都道府県別災害ボランティア活動をした人の割合一平成23年
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災害ボランティア活動をした人の劃合を都道府県別にみると，岩手県及び

宮城県が11.1%と最も高く，次いで山形県が6.9%，福島県が6.5%と全国平均

の3.8%を大きく上回っています。これは，平成23年3月11日に発生した東日本

大震災の影響によるものと考えられます。
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F固ω ことを調査し何がわかるのですか？ l 
I ，自の生活時閣の使い方についての項目

（スマートフォン・パソコンなどの使用について）

近年，スマートフォンなどの情報通信機器の急速な普及により国民の生活様式

が大きく変化しています。

例えば，買い物については，スマートフォンなどを使用することで，時間や場所に

とらわれずできるようになり，これにより新たに生じた余暇時間を活用できるよう

になっています。また， SNSなど，コミュニケーションツーJしとしての利用も広がって

おり，家族，友人などの人々のつながり方にも新たな形がみられるなど生活の姿は

大きく変化しています。

（旅行・行楽について〉

旅行・行楽は，余暇時間における特徴的な行動の一つです。

この項目は，旅行・行楽の内容や頻度，一緒に行った人などを把握するもので，

関係する行政施策の基礎資料として活用されます。

この項目は，スマートフォンなどの情報通信機器の使用状況が，我々の生活に

どれだけ影響を及ぼしているのかを明らかにするものです。

年齢階級別「旅行・行楽jをした人の割合（平成3年，平成23年）
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平成3年と平成23年の結果を比較してみると，「旅行・行楽」をした人の割合

は，若年層で大幅に低下しています。
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F固どんなことを調査し何がわかるのですか？l 
生活時間について ｜ （調査票A)

生活行動をあらかじめ20種類に区分した調査票に，回答者が，時間ごとにあて

はまる「行動の種類Jと「一緒にいた人jに線を引きます。

「一緒にいた人jは，家族とのふれあい，社会とのつながりなどを把握するための

調査項目です。

この項目は，わたしたちの生活時間の配分を把握するもので，社会生活基本調査

の主要な調査項目のーっとなるものです。

連続する2日間にわたって， 1日24時間をどのような時間配分で生活している

かについて， 15分単位で記入します。

ラノ
れい」

-Q.叫 m …です由、？ J 
A 社会舗を営む上で，人は短時間でいくつもの行動をこなすため， ｜ 

・あまり時間の間隔を長くすると，記録されない行動が多くなってし ｜ 

まいます。一方で，あまり細かくしすぎると記入が大変になってしま

います。それらを考慮し，15分単位で記入することとしています。
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l睡 眠，
h司 2 身の回りの用事＋

ヨ食 事＋

斗通勤・通学＋

5仕．＋

6学難＋

7家事，
S介霞・看直＋

q育児＋

10買 い鞠＋

I l穆勤（通勤・通学を除く）＋

12テレピ・ラジオ・野間・雑誌

lヨ休養．〈つろぎ唱
’ l斗宇冒．白E麿舜．司

15畠昧．娘寮＋

lbスポーツ＋

17 llfランティア甜・社会側活動＋

I!交腺・つきあい＋

l't受診・療養＋

おそ の 他＋

(a一人で＋

一緒にlb家 篠＋

いた人Ic 学校·•掲の人＋
l_dその他の人＋

l睡 眠
2身の 回 り の 用 事 b

ヨ食 事

斗週 動・ 週学

5仕事 E

6 学 鎌 ・

7 ＊事
S介 E ・ 看霞
q育 児

10買 い 物

I l移動［通勤・通学を除く｝

12テUピ・ラジオ・新聞・櫨詰

lヨ体質 ・くつろ ぎ

l斗学習・白日開・聞｜練停制 舛｝

15趣昧 ・ 鋼 業

lbス ポ ー ツ

17 llfテノティy活動・社告書価 動

13受膿 ・つきあい

l't受 診 ・ 療養

20そ の 他

a一 人で「
b軍 旗 ｜ー舗に

C学校・鴨喝の人 ｜いた人

dそ の他 の 人J
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F固ω ことを調査し何がわかるのですか？l 
（調査票日〉

この調査票では，回答者が，「おもに何をしていましたかJ,r一緒にいた人」，「場所J

などをできるだけ詳しく，具体的に記入します。

また，この調査票では，同時に行った行動を調査することにより，生活時間の

配分や生活行動の実態をより詳細に把握することができます。

このように詳細に把握した行動を細かく分類，集計することにより，家事やボラン

ティアなどの収入を伴わない無給の労働（無償労働）の分析や多犠化する生活の

実態を明らかにすることが可能となります。また，多くの固ではこのような方式の

調査票を採用しているため，国際比較に利用することができます。
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